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　議会運営委員会は、市議会全般について、市民の皆
さんの負託に応えられる運営や審議が進むよう、協議
や意見調整を行っています。今期の課題としては、請
願や陳情について、提出した市民の皆さんの意向が、
できる限り反映されるように、審査・審議のルールの
見直しを進めていきます。

一部事務組合 等議会議員

組合議会等名称（構成） 共同行政サービス 選　出　議　員

松本広域連合
（松本市・塩尻市・安曇野市・

麻績村・生坂村・山形村・
朝日村・筑北村）

広域常備消防・介護認定
審査会・障害支援区分認
定審査会・広域的な観光
振興など、松本地域の広
域行政の推進

中村　芳朗　竹内秀太郎
増田望三郎　内川　集雄
平林　　明

穂高広域施設組合
（安曇野市・生坂村・筑北村・

麻績村・池田町・松川村）

穂高クリーンセンター
（し尿処理施設・ごみ処

理施設）及びあづみ野ラ
ンド（余熱利用施設）の
管理運営

大竹　啓正　辻谷　洋一
小林　陽子　中村今朝子
猪狩久美子　召田　義人
宮下　明博　小林　純子
平林　　明

安 曇 野 松 筑 広 域 環 境
施設組合

（安曇野市・松本市・筑北村・
麻績村・生坂村・山形村）

広 域 豊 科 葬 祭センター
（火葬業務）の管理運営

矢澤　毅彦　大竹　啓正
増井　裕壽　岡村　典明
橋本　裕二　臼井　泰彦
竹内秀太郎　林　　孝彦
内川　集雄　平林　　明

安曇野・松本行政事務
組合

（安曇野市・松本市）
安曇野広域排水路の管理

岡村　典明　中村今朝子
井出　勝正　一志信一郎

松塩筑木曽老人福祉
施設組合

（松本市・塩尻市・安曇野市・
麻績村・生坂村・山形村・
朝日村・筑北村・上松町・
南木曽町・木曽町・木祖村・
王滝村・大桑村）

特別養護老人ホームの設
置運営、ショートステイ
事業

松枝　　功

「市民の代表として議会の
　　  使命と責務を果たす」
　市議会５期目、８代目議長
に選出をいただきました。二
元代表制の下で、合議制機関
としての議決責任を深く認識
し、その使命と責務は重大で
す。活発な議論を重んじ、公正・
公平・中立な職務遂行に努め、
市政の監視機能・政策形成機
能を果たす議会とします。

　この度、副議長に就任す
ることになりました。平林議
長を支え、厳正公平な議会
運営に努め、責務を全うし
てまいりたいと思います。市
民の皆さんの声に真摯に耳
を傾けながら、政策立案や
提言に取り組み、議会の役
割を果たしたいと思います。

　農林部、商工観光部、都市建設部、上下水道部に

属する事項を所管しています。雄大な北アルプスの

麓に広がる安曇野の原風景を守りながら、安心安全

な生活環境を整えて、更に発展していくよう取り組

んでいきます。

　市民に寄り添い、福祉、医療、介護、教育、子育て

等の市民生活に直結した事項に責任を持って取り組み

ます。市長への１年サイクルでの政策提言に向け、テー

マ設定、調査、研究、視察を重ね、市民の幸福の実現

に努めます。

　防災減災、公共交通、環境問題、協働のまちづく

り等、市民生活に密着したことがらを扱う委員会で

す。十分に調査・研究し、建設的な議論を行い、市

民の皆さんの声をいっそう反映した政策提言をまと

めていきます。

（後列）　宮下明博　増井裕壽　辻谷洋一
（前列）　松枝　功　◎中村今朝子　〇大竹啓正　猪狩久美子

（後列）　矢澤毅彦   岡村典明   臼井泰彦   召田義人   内川集雄
（前列）　〇橋本裕二　◎林　孝彦

（後列）　竹内秀太郎　一志信一郎　増田望三郎　井出勝正
（前列）　小林純子　◎小林陽子　〇中村芳朗

経済建設委員会

福祉教育委員会

総務環境委員会

副議長　一 志 信一郎議長　平 林 　 明

新しい“チーム議会”になりました！
　令和 3 年 10 月に市議会改選があり、第 5 期となるメンバーが決まりました。この見開き２ページ
では新しくなったチーム議会の委員会構成について紹介します。
　安曇野市議会には議長のもと、３つの常任委員会が設置されています。

　安曇野市議会には３つの常任委員会があり、議長を除く
全議員がそれぞれ所属しています。各委員会の主な担当は
以下の通りです。( 令和３年末時点 )

総務環境 �市の計画、財政、くらし、消防団などの防災、広報、
ゴミ、選挙などについて。

福祉教育 �介護や福祉、医療、学校などの教育、体育館や
図書館の施設などについて。

経済建設 �農業、林業、工業、商業、観光、まちづくり、道路、
土地利用や上下水道などについて。

　その他に３つの委員会があり、それぞれ取り組みます。

議会運営 ���議事運営の全般に関することなどを話し合
います。

議会改革推進 �議会報告会や議会の情報公開の推進に関す
ることなどを話し合い、実行します。

議会広報特別 �年 4 回発行する広報誌「議会だより」の
編集、発行を行います。

　議会改革推進委員会は今期、内なる改革と外なる改
革の２つを取り組みます。
　内なる改革は、議会の政策提言の質を高めるため、
討論会や勉強会を開催します。外なる改革では、議会
を身近に感じてもらえるように市内中高生との交流を
試行的に行います。

　議会広報特別委員会は、新人議員が半数を超える
委員構成となり、先輩議員が培ってきた知見と共に

「新しい視点と若い感性」でこれからの議会だよりを
作成していきます。

（後列）　大竹啓正　宮下明博　林　孝彦　井出勝正　松枝　功
（前列）　橋本裕二　〇岡村典明　◎増田望三郎

（後列）　辻谷洋一　矢澤毅彦　岡村典明　橋本裕二　臼井泰彦
（前列）　内川集雄  大竹啓正  猪狩久美子  ◎増井裕壽  〇小林純子

（後列）　竹内秀太郎　宮下明博　増田望三郎
（前列）　猪狩久美子   小林純子   ◎松枝　功   〇中村今朝子   小林陽子

委員会 についての“プチ”トリセツ

議会改革

議会広報

議会運営

推
進
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員
会

特
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員
会

委
員
会

◎�委員長　　〇�副委員長

一部事務組合とは
　近隣の市町村等が行政サービスの一部を共同で行うことを目
的として、設置する組織です。

他に 3 つの委員会が設置されています。
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令和３年 第２回臨時会・12月定例会

矢
や ざ わ

澤 　 毅
た け ひ こ

彦 (36)

政和クラブ

豊科 5184 番地 4
72 － 3695
takehikoyazawa0802@yahoo.co.jp 

☆防災減災 ・ まちづくり

中
な か む ら

村 　 芳
よ し ろ う

朗 (68) 大
お お た け

竹 　 啓
ひ ろ ま さ

正 (71) 増
ま す い

井 　 裕
ゆ う じ ゅ

壽 (33)

政和クラブ 会派 あづみ野 無会派

三郷温 2045 番地 2 堀金三田 1393 番地の 8 穂高北穂高 2293 番地 1
77-3800 73-2214 090-5562-1009
nakayymm@out look . jp ootake .azumino@gmai l .com azumino.yokushitai@gmai l .com

☆農政・農業委員会・耕地・林務 ☆産業 ・経済 ☆若者の言葉を議会に届ける

岡
お か む ら

村 　 典
の り あ き

明 (65) 辻
つ じ た に

谷 　 洋
よ う い ち

一 (44) 橋
は し も と

本 　 裕
ゆ う じ

二 (38)

会派 あづみ野 政和クラブ 無会派

豊科南穂高 1037 番地 1 穂高 4507 番地 1 穂高有明 7542 番地 85
72-8319 87-6436 50-5085
nostone121227@gmai l .com azumino@tsuj i tan i -yo ich i .com azumino .ch i ldren@gmai l .com

☆社協関連、商業 （小売） ☆地域経済支援 ・観光振興 ☆安曇野に子どもと若者を増やしたい！

臼
う す い

井 　 泰
や す ひ こ

彦 (66) 小
こ ば や し

林 　 陽
よ う こ

子 (50) 松
ま つ え だ

枝 　 　 功
いさお

(66)

日本共産党安曇野市議団 政和クラブ 政和クラブ

堀金三田 1160 番地 5 穂高 8108 番地 明科南陸郷 3126 番地 1
73-4465 82-6021 62-3843
jonen-kuras i@memoad. jp yoko@sunnydayazumino .com info@matsueda- isao .com

☆教育 ・平和 ・民意を汲む ☆子育て ・教育 ・農業 ☆人口減少社会での地域づくり

竹
た け う ち

内 秀
ひ で た ろ う

太 郎 (77) 中
な か む ら

村 今
け さ こ

朝 子 (62) 林
はやし

　 　 孝
た か ひ こ

彦 (66)

会派 あづみ野 会派 あづみ野 政和クラブ

豊科高家 91 番地 穂高柏原 1821 番地 豊科南穂高 533 番地 7
72-0801 82-6456 73-2629
takeuchi_hidetaro@yahoo.co.jp k . n a k a m u r a @ o r i o n . o c n . n e . j p takah i kohayash i@hotma i l . com

☆行政サービスと健全財政 ☆子育て ・福祉 ・教育 ☆国際・環境・福祉教育文化

井
い で

出 　 勝
か つ ま さ

正 (71) 増
ま す だ

田 望
ぼ う ざ ぶ ろ う

三 郎 (52) 猪
い が り

狩 久
く み こ

美 子 (70)

日本共産党安曇野市議団 無会派 日本共産党安曇野市議団
三郷小倉 6323 番地 三郷小倉 4073 番地 2 穂高柏原 2414 番地 11
77-3369 77-6118 82-2992
idekatsu@gmai l .com boetu@d6.d ion .ne . jp igar i . tamotsu@blue .p la la .or . jp 

☆生活弱者の視点第一に！ ☆市政や議会についての発信 ☆子育て・福祉・地域の声を大切に

召
め す だ

田 　 義
よ し ひ と

人 (75) 内
う ち か わ

川 　 集
し ゅ う お

雄 (70) 宮
み や し た

下 　 明
あ き ひ ろ

博 (73)

会派 あづみ野 会派 あづみ野 会派 あづみ野

穂高 6663 番地 1 豊科光 1887 番地 1 明科七貴 4073 番地
82-2755 71-2231 62-2622

shuo.h ikarugenj i@vio let.p la la.or . jp sh inwa@ivory .p la la .or . jp

☆スポーツ振興 ・伝統文化継承 ☆働く仲間と共に ☆自主財源の確保に邁進

小
こ ば や し

林 　 純
じ ゅ ん こ

子 (67) 一
い っ し

志 信
し ん い ち ろ う

一 郎 (71) 平
ひらばやし

林 　 　 明
あきら

(67)

無会派 会派 あづみ野 会派 あづみ野

穂高有明 2104 番地 10 堀金三田 486 番地 1 号 穂高柏原 3040 番地ロ号
83-4387 72-3228 82-4574
junko@ch i ldnet .ne . jp i44s inn@yahoo .co . jp

☆疑問に思ったら声をあげる ☆国営公園と周辺の観光案内 ☆バランス感覚

新しい安曇野市議会がスタート！

      人事
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

96号 監査委員の選任について

同意

97号 教育委員会委員の任命について

98号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

121号 副市長の選任について

122号 安曇野市等公平委員会委員の選任について

      産業・経済・観光・水道
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

107号 市有財産の処分について（三郷総合営農センターの
譲与）

原案
可決

108号 公の施設の指定管理者の指定について（豊科南部
地区産地形成促進施設）※とよしな旬彩市

109号 公の施設の指定管理者の指定について
（三郷畜産活性化施設）

110号 公の施設の指定管理者の指定について
（明科農産物加工交流施設）

111号 公の施設の指定管理者の指定期間の変更について
（南小倉林業研修センター）

112号 公の施設の指定管理者の指定について
（堀金農業活性化施設）

113号 公の施設の指定管理者の指定期間の変更について
（有明荘）

118号 市道の認定について

120号 損害賠償の額を定めることについて（公用車事故に
関すること）

      健康・福祉・教育
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

101号 安曇野市児童館条例の一部を改正する条例

原案
可決

102号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

103号 安曇野市学校給食の実施及び学校給食費の管理に
関する条例

104号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例

106号 令和３年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

114号 公の施設の指定管理者の指定について（豊科水辺
公園マレットゴルフ場・豊科水辺マレットノース 18）

115号 公の施設の指定管理者の指定について
（権現宮マレットゴルフ場）

116号 公の施設の指定管理者の指定について
（穂高立足マレットゴルフ場）

117号 公の施設の指定管理者の指定について
（三郷黒沢マレットゴルフ場）

      陳情
陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

13号 一票の重み＝命「生かされない票」を選挙に
反映するには

継続
審査

      総務・政策・財政・環境
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

99号
行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律の改正に伴う関連条例の整理
に関する条例

原案
可決

100号 安曇野市総合計画審議会条例の一部を改正する条例

105号 令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第６号）

119号 令和３年度安曇野市一般会計補正予算（第７号）

      報告事項
報告
番号 件　　　　　　　名 結果

32号 債権放棄の報告について（農業経営基盤強化資金利
子補給金返還金に係る債権）

受理
33号 地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告

について（道路事故に関すること）

      議員提出議案
提出
番号 件　　　　　　　名 結果

９号 安曇野市議会議会広報特別委員会の設置について 原案
可決

第２回臨時会・12 月定例会で審議した結果です

22 ページ　林議員の一般質問　　上段最終行　【誤】「建設」→【正】「商工」

23 ページ　宮下議員の一般質問　上段の本文中８行目　市長の発言　【誤】「五割返品」→【正】「三割返品」

　お詫びして訂正いたします
第 62 号の訂正

第 64 号の訂正

全議案のうち賛否が分かれた議案等
○：賛成　　×：反対　　欠：欠席　　除：除斥　　退：退席　　議：議長

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

議案等
番号 議決日 議決

結果
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議　案
第104号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 12／20 原案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議

議員名

議案名

令和３年 10 月 29 日現在
議席番号順
※「無会派」は会派名です議 員紹介

・○は期数
・氏名（年齢）
・会派
・住所
・電話番号
・メール
☆得意分野

ページへ

ページへ

６

ページへ10

１

１

１

３

３

４

５

１

１

2

3

3

４

3 3

１

１

2

3

３

４

５

ページへ

ページへ

ページへ

7.9

6.9

｝

｝

ページへ

ページへ

10

6

6.8

8.9.10
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小
林 

純
子

　

自
転
車
利
用
に
よ
り
市
民
の
健
康

づ
く
り
、
自
然
の
中
で
の
体
験
学
習

が
で
き
里
山
再
生
滞
在
型
観
光
の
誘

導
に
繋
が
る
。

　

自
然
を
壊
す
こ
と
な
く
、
自
然
の

中
で
プ
レ
イ
す
る
レ
ジ
ャ
ー
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
。
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
を
楽
し
む
人
口
は
年
々
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
設
定

は
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
コ
ー
ス

整
備
状
況
、
健
康
増
進
や
観
光
振
興

等
計
画
推
進
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
状
況
だ
。

滞
る
こ
と
な
く
事
業
展
開
が
で
き
る

か
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

反
対
の
意
見

改選後の 　令和３年 12 月定例会が 11 月 22 日か
ら 12 月 20 日まで開催され、令和３年補
正予算案を含め議案 24 件、陳情 1 件を
審議しました。主な議案を紹介します。

補正前の予算額 補正予算額 補正後の予算額
435億1,600万円 11億8,800万円 447億400万円

補正前の予算額 補正予算額 補正後の予算額
447億400万円 26億9,500万円 47３億9,900万円

補正予算
審議

可　決

可　決

第６号

第７号

令和３年度末までの必要経費を積算したうえで、過不足額の調整や市民の利便
性確保、緊急を要する事業（コロナ感染症対策を含む）を実施するための補正

コロナ禍における緊急支援を速やかに実施する事業、子育て世帯の医療費
負担を軽減する事業を実施するための補正

賛
成
の
意
見

令和３年度安曇野市一般会計補正予算

補正予算第７号から（新型コロナウイルス感染症対策　第８弾）

暖房用灯油の価格高騰対応のための
生活困窮者世帯のうち、特に支援を必要とする世帯の暖房用灯油
の購入費用一部助成に、

（令和３年 12 月下旬から令和 4 年 2 月 28 日まで 1 世帯 1 万円）

5,897 万円

子育て世帯等臨時特別支援のための
コロナ禍での子育て世帯の生活支援、０歳から 18 歳までの
子ども約 15,500 人に一人あたり 10 万円支給（所得制限あり）に、

15 億 5,525 万円

地域経済回復のための
令和 3 年度ささえあいプレミアム商品券（令和 4 年２月 18 日から
４月 30 日まで利用可能な 30％プレミアム付き）の発行と販売に、

1 億 4,457 万円

議案第 104 号
体育施設条例の一部を改正する条例

議案第 103 号
学校給食の実施及び
学校給食費の管理に関する条例

可　決

可　決

中
村 

今
朝
子

竹
内 

秀
太
郎

　令和 4 年度から始まる学校給食費会計の公会計化に伴い、学校給食の実施と給食費
の管理に関する条例を制定する。
　公会計化により、給食費は市の一般会計で扱うようになるため、給食会計事務で学校や保護者の手をわ
ずらわすことが少なくなります。

継続審査
陳情第 13 号
一票の重み＝命「生かされない票」を選挙に反映するには
　「子どもを連れて投票ができることを知らず、投票所に行くことを遠慮している人もいる。
投票に一緒に来た子どもが成長したときの投票率が高いというデータがある。もっと推奨し
てほしい。」という意見があった。陳情７つの項目のなかに国において認められていないもの
もある。このままでは市議会が採択することは難しい。他自治体の事例などの調査も含めて
確認していく必要があると考え、継続審査となった。

感染を防ぐための
ワクチン接種の対象を拡大（５歳以上 11 歳以下）

令和４年３月接種開始予定事業に、1,421 万円

市内在住マウンテンバイク（ＭＴＢ）元オリンピック
代表・小林可奈子さん監修のＭＴＢコース（堀金烏川）

議案第 121 号　副市長の選任につき、中山 栄樹さんに同意しました。
議案第 122 号　公平委員会委員の選任につき、和田 博さん、宮井 麻由子さん、笠井 明さんに同意しました。

令和 3 年安曇野市議会第 2 回臨時会（10 月）
議案第 96 号　監査委員の選任につき、野本 博之さん、川上 則文さん、召田 義人さん（議会選出）に同意しました。
議案第 97 号　教育委員会委員の任命につき、須澤 真廣さん、羽田野 賢二さんに同意しました。
議案第 98 号　固定資産評価審査委員会委員の選任につき、神戸 美佳さんに同意しました。

～人事案件について～

１２月議会の審議から

※万円未満を四捨五入しました。

プレミアム

商品券
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総
務
環
境
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
含
む
議
案
３
件
と
陳
情
１
件
を

12
月
９
日
に
、
追
加
議
案
で
あ
る
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
12
月
20
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

総
務
環
境

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

一
票
の
重
み
＝
命
「
生
か
さ

れ
な
い
票
」
を
選
挙
に
反

映
す
る
に
は

議案第105号

陳情第13号

トピック

～安曇野市水環境基本計画と
　 行動計画の中間見直し～

～第４次安曇野市
　　　　交通安全計画～

　国の水循環基本法に基づく「水循環基本計画」
と、その他の計画や条例等にも配慮しながら、
市として関係機関等と連携して進めるための計
画は、令和３年度が 10 年計画の中間年次に当
たるので、見直しを行っているところ。
　令和 3 年 12 月 20 日～令和 4 年 1 月 18 日に
実施したパブリックコメントを反映させながら、
令和４年度から令和８年度までの新たな行動計
画を策定する。

　国・県の交通安全計画に沿って、市が令和４
年度から５年間に行うべき交通安全に関する施
策を定めるもので、主にハード面の交通環境の
整備と、ソフト面の交通安全思想の普及徹底の
２部からなる。令和８年における年間の死亡者
数ゼロ人、重傷者数を 25 人以下と数値目標を
掲げた点が大きな変更。
　令和 3 年 12 月 20 日～令和 4 年 1 月 18 日に
実施したパブリックコメントを反映させながら、
まとめる。

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
は
法
整
備
が
ま
だ
な
く
、
現

時
点
で
は
実
施
は
不
可
能
で
あ
る
。

・
公
民
館
の
投
票
所
を
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
公
共
施
設

に
移
行
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

・
ス
ー
パ
ー
等
、
民
間
施
設
に
期
日
前
投
票
所
を
設
け

る
こ
と
は
制
約
が
多
く
、
今
す
ぐ
に
は
難
し
い
が
研

究
し
て
い
く
。

　

陳
情
の
７
項
目
の
中
に
は
、
再
度
内
容
を
慎
重
に
検

討
し
た
い
項
目
が
あ
る
。
特
に
、
国
の
制
度
に
よ
り
市

　

選
挙
管
理
委
員
会
よ
り　

　

審
査
を
継
続
し
た
い
と
す
る
意
見　

　

補
正
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑　

市役所の期日前投票所整備中のクロスカントリーコース

整備中のダウンヒルコース

現
時
点
で
の
ふ

※

る
さ
と
納
税
の
実
績
は
。

地
方
税
等
の
増
収
で
余
剰
金
が
出
た
と
き
、
原

則
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

寄
附
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
寄
附
サ
イ
ト
使
用
料
４
千
２
百
68
万

円
に
つ
い
て
、
も
っ
と
低
額
で
信
用
が
お
け
る

サ
イ
ト
を
利
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

指
定
管
理
な
の
か
、
市
の
直
営
な
の
か
、
ど
う

い
っ
た
管
理
体
制
を
取
る
の
か
。

使
用
料
に
関
し
て
、
こ
れ
が
適
正
か
ど
う
か
と

い
う
判
断
は
で
き
か
ね
る
が
、
こ
の
設
定
に
至
っ

た
根
拠
は
。

休
場
日
が
な
ぜ
月
、
火
、
木
曜
日
な
の
か
。

今
回
減
額
さ
れ
た
原
状
回
復
費
用
は
、
後
日
改

め
て
予
算
計
上
さ
れ
る
の
か
。

レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク
は
何
台
用
意
す
る
の
か
。
購

入
す
る
の
か
、
リ
ー
ス
な
の
か
。

け
が
で
動
け
な
く
な
っ
た
場
合
、
す
ぐ
連
絡
が

取
れ
る
よ
う
な
体
制
は
あ
る
の
か
。

答

答

答答答答答

答

答答 問

問

問問問問問

問

問問
11
月
末
現
在
で
、
令
和
２
年
は
５
億
７
千
５
百
万

円
、
令
和
３
年
は
４
億
３
千
７
百
万
円
。
前
年

比
で
１
億
４
千
万
円
ほ
ど
低
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
の
積
立
は
、

今
補
正
に
よ
り
４
億
円
を
積
み
増
し
、
年
度
末

に
は
積
立
残
高
33
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

基
本
的
に
は
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
る
が
、

積
立
残
高
が
50
億
円
を
超
え
る
場
合
は
、
公
共
施

設
整
備
基
金
や
減
債
基
金
に
積
み
立
て
て
い
く
。

寄
附
者
が
使
途
を
指
定
し
て
寄
附
を
す
る
の
で
、

そ
の
使
途
ご
と
に
基
金
を
管
理
し
目
的
に
沿
っ

て
使
っ
て
い
る
。
出
産
・
子
育
て
事
業
を
指
定

す
る
寄
附
が
全
体
の
30
％
ぐ
ら
い
で
一
番
多
い
。

サ
イ
ト
使
用
料
の
相
場
は
寄
附
金
額
の
５
～
12
％

ぐ
ら
い
で
あ
る
。
安
い
サ
イ
ト
は
費
用
負
担
は
少

な
い
が
、
利
用
者
が
少
な
く
効
率
的
に
寄
附
が
集

ま
ら
な
い
。
手
数
料
が
高
い
サ
イ
ト
を
閉
鎖
し
た

際
、
途
端
に
寄
附
が
激
減
し
た
経
過
も
あ
り
、
今

後
も
様
子
を
見
な
が
ら
運
営
し
て
い
く
。

令
和
４
年
度
は
市
が
直
営
で
運
営
す
る
予
定
。

管
理
に
つ
い
て
は
正
規
職
員
と
会
計
年
度
任
用

職
員
を
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
施
設
が
初
め
て
の
施
設
で
あ
る
こ
と
、
利

用
普
及
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
近
隣

市
町
村
の
料
金
も
考
慮
し
た
。

コ
ー
ス
が
山
場
に
で
き
て
お
り
、
整
備
に
時
間

を
要
す
る
と
判
断
し
た
た
め
。

専
門
家
よ
り
、
現
在
の
建
物
が
建
っ
て
い
る
状

態
で
は
正
確
な
測
量
が
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ

た
た
め
、
更
地
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
改
め
て
田

へ
復
旧
す
る
た
め
の
設
計
業
務
を
委
託
し
、
関

連
予
算
を
計
上
す
る
。

10
台
程
度
の
購
入
を
予
定
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
し
た
連
絡
体
制
が
取
れ
る
よ
う
方
策

を
講
じ
て
い
く
。

常任委員会報告

待機児童問題！？

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

議案第105号

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

コ
ー
ス
の
施
設
条
例
に

つ
い
て

議案第119号

議案第104号
福
祉
教
育

福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
含
む
議
案
10
件
を
12
月
10
日
に
、

追
加
議
案
で
あ
る
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
12
月
20
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

　令和３年 10 月 1 日時点で、入園を希望して
も入れる保育施設のない「待機児童」が市内
に 21 人いる。保護者が求職活動を休止してい
る、または特定園を希望する「潜在的待機児童」
は 75 人。令和４年４月の開所に向けて、現在
豊科地域南部に定
員 19 人の小規模保
育施設を準備中。

トピック

　

審
査
の
一
部　

　

審
査
の
一
部　

※
ふ
る
さ
と
納
税
…
生
ま
れ
た
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
附
が
で
き
る
制
度
。
手
続
き
を
す
る
と
、
寄
附
金
の
う
ち
２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
所
得
税
の
還
付
、
住
民
税

　
　
　
　
　
　
　
　

の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
自
治
体
か
ら
の
返
礼
品
も
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

独
自
に
は
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
調
査
・
研
究

す
る
た
め
に
審
査
を
継
続
し
た
い
。

「
穂
高
プ
ー
ル
解
体
後
の

　
　
　
　
　

土
地
原
状
回
復
費
用
に
つ
い
て
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
」

・
美
術
館
、
博
物
館
の
利
用
促
進
を
目
的
と
し
た
解
説

付
き
カ
ー
ド
配
布
費
用
と
し
て
１
０
０
万
円
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　

３
回
目
追
加
接
種
に
つ
い
て
」

・
ワ
ク
チ
ン
の
配
送
や
事
務
処
理
に
係
る
会
計
年
度

任
用
職
員
（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）
の
費
用
と
し
て

５
４
３
万
６
千
円
。

・
時
間
外
勤
務
手
当
等
と
し
て
９
４
２
万
円
。

・
集
団
接
種
に
お
け
る
保
健
師
の
雇
上
げ
に
係
る
費
用

と
し
て
１
２
８
万
円
。

・
接
種
券
の
印
刷
発
送
業
務
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
係
る
医
療
機
関
等
へ
の
委
託
料
等
と
し
て

８
４
０
５
万
５
千
円
。

ペ
ー
ジ
へ

５
ペ
ー
ジ
へ

５
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常任委員会報告

　

市
側
よ
り
、「
民
間
譲
渡
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る
中

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
募
集
す
る
の
は
難
し
い
。
１

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

（
と
よ
し
な
旬
彩
市
）

議案第108号

議案第105号

議案第112号議案第113号

 

有
明
荘
の
指
定
管
理
期
間
で
あ
る
令
和
４
年
３
月

 

ま
で
の
５
年
間
を
１
年
延
長
す
る
こ
と
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

（
堀
金
農
業
活
性
化
施
設
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
の
変
更

に
つ
い
て
（
有
明
荘
）

経
済
建
設

（
株
）
フ
ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
、（
株
）
ほ
り
で
ー

ゆ
～
を
経
営
移
譲
す
る
法
人
の
選
定
委
員
会
の

庁
外
委
員
に
つ
い
て
、
ま
た
、
譲
渡
に
関
し
て

の
進
捗
状
況
は
。

宿
泊
施
設
応
援
券
に
つ
い
て
、
１
人
１
泊
５
千

円
以
上
の
宿
泊
で
３
千
円
の
助
成
を
１
万
枚
規

模
で
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
行
う
と
い
う
が
、

こ
の
規
模
で
窮
乏
し
て
い
る
宿
泊
業
の
支
援
に

な
る
の
か
。

指
定
期
間
が
他
の
施
設
よ
り
長
い
理
由
は
。

令
和
２
年
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
で
は
、
資

本
欠
損
が
生
じ
て
お
り
、
経
営
改
善
が
必
要
で

あ
る
、
と
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ど
う
見
る
か
。

答答

答 答

問問

問 問

委
員
会
構
成
は
７
人
で
、
庁
外
委
員
は
会
計
士

や
金
融
関
係
者
な
ど
４
人
と
な
っ
て
い
る
。
譲

渡
に
関
し
て
の
進
捗
状
況
は
、
令
和
３
年
７
月

か
ら
公
募
を
始
め
12
月
10
日
に
締
め
切
っ
た
。

状
況
に
つ
い
て
は
ま
だ
説
明
で
き
な
い
。（
ト

ピ
ッ
ク
②
参
照
）

第
２
弾
ま
で
は
８
千
円
以
上
、
８
千
円
未
満
と

区
分
け
し
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て

５
千
円
以
上
と
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、

冬
期
間
で
客
足
が
減
っ
て
い
る
状
況
を
元
に
戻

す
こ
と
を
考
え
た
。

通
常
５
年
だ
が
、
補
助
金
の
処
分
制
限
期
間
に

配
慮
し
、
７
年
間
と
し
た
。

指
定
管
理
を
５
年
延
長
す
る
に
あ
た
り
、
令
和

３
年
度
途
中
で
大
幅
で
は
な
い
が
黒
字
と
な
っ

て
い
る
、
と
審
査
委
員
会
の
中
で
説
明
を
し
た
。

今
後
さ
ら
な
る
改
善
を
し
た
中
で
経
営
を
し
て

い
く
、
と
い
う
こ
と
で
選
定
さ
れ
た
。

トピック①トピック②

山岳環境整備基金積立金２０８万９千円
についての説明では・・・

ファインビュー室山
とほりでーゆ～四
季の郷の譲渡は・・・ 　燕岳テント場トイレの改築

事業として、財源の一部をク
ラウドファンディングで集め
たところ、目標額 500 万円に
対し 708 万９千円が集まった。
その超えた 208 万９千円を山
岳環境整備基金として積み立
てるというもの。

ファインビュー室山とほ
りでーゆ～四季の郷の経
営移譲先を募集していた
が、民間事業者の応募は
なかった（令和４年１月
13 日発表）。

経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
を
含
む
議
案
９
件
を
12
月
13
日
に
、

追
加
議
案
で
あ
る
令
和
３
年
度
安
曇
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
を
含
む
追
加
議
案
２
件
を
12
月
20
日
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

議
案
名
や
本
会
議
で
の
議
決
結
果
等
→

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
→
市
長　

副
市
長
→
副
長　

教
育
長
→
教
長　

総
務
部
長
→
総
務　

政
策
部
長
→
政
策　

財
政
部
長
→
財
政　

市
民
生
活
部
長
→
生
活　

福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
→
保
健　

  

農
林
部
長
→
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
→
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
→
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
→
水
道　

  

教
育
部
長
→
教
部

12 月
定例会

　

問	

会
派
あ
づ
み
野
は
、
安
曇
野

市
の
益
々
の
発
展
と
市
民
の

福
祉
向
上
の
た
め
、
全
力
で

取
り
組
み
た
い
。「
医
療
費
無

料
化
の
対
象
者
を
18
歳
ま
で

拡
大
」
に
つ
い
て
は
令
和
４

年
４
月
か
ら
実
施
で
き
る
見

通
し
か
。

市
長	

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
実
現

に
向
け
検
討
し
、
準
備
の
た

め
の
補
正
予
算
も
考
慮
に
入

れ
て
議
会
の
同
意
が
得
ら
れ

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

問	

市
民
の
声
を
聞
い
た
り
、
行

政
の
発
信
が
常
に
で
き
る
よ

う
な
Ｆ
Ｍ
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ

ジ
オ
兼
記
者
ク
ラ
ブ
を
設
置

で
き
な
い
か
。

市
長	

可
能
性
に
つ
い
て
担
当
部
局

に
指
示
を
し
て
検
討
を
深
め

て
い
き
た
い
。

　

問	

安
曇
野
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ

マ
、
映
画
の
誘
致
に
つ
い
て

は
。

す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長	

企
業
誘
致
、
そ
れ
に
伴
う
産

業
団
地
造
成
、
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
、
滞
在
型
の
観
光
、
移

住
定
住
に
向
け
た
施
策
の
推

進
が
税
収
増
に
繋
が
る
と
思

う
。
開
発
と
保
全
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
ち
な
が
ら
、
開
発
誘

導
し
て
い
く
。

　

問	

安
曇
野
の
観
光
資
源
、
田
園

風
景
を
守
る
た
め
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
市

が
支
援
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長	

国
や
県
の
補
助
事
業
を
有
効

活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

研
究
を
し
た
い
。

市
長	

積
極
的
な
誘
致
に
向
け
た
体

制
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

　

問	

穂
高
神
社
御
遷
宮
に
つ
い
て
、

市
の
協
力
は
。

市
長	

観
光
客
を
回
復
さ
せ
る
起
爆

剤
に
な
り
得
る
。
補
正
予
算

も
含
め
、
機
会
を
逸
し
な
い

よ
う
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
。

　

問	

交
通
の
利
便
性
の
確
保
に
つ

い
て
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

を
使
っ
た
周
遊
バ
ス
の
検
討

は
。

市
長	

Ａ
Ｉ
の
利
用
に
つ
い
て
は
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
あ
づ
み

ん
の
充
実
に
Ａ
Ｉ
を
考
え
て

い
き
た
い
。

　

問	

教
育
、
福
祉
の
充
実
に
は
多

額
の
財
源
が
必
要
に
な
る
。

財
源
を
確
保
す
る
施
策
と
、

土
地
利
用
の
考
え
方
を
問
う
。

私
は
企
業
誘
致
、
観
光
振
興

だ
と
思
う
。
市
長
が
先
頭
に

立
ち
積
極
的
に
民
間
に
営
業

会
派  

あ
づ
み
野  　

宮　

下　

明　

博

市
長
の
政
治
姿
勢

市政のここが聴きたい!! ○会派代表質問（11～13ページ）
○一般質問（14～21ページ）

信州安曇野　穂高神社

政務活動費収支報告
令和３年度 政務活動費の実績内訳表（第４期議員　４月～10月分）  金額単位：円

会派名 公明党 日本共産党
安曇野市議団 自民安曇野 政和クラブ 召田　義人 内川　集雄 小林　純子 増田望三郎 林 　孝彦 合計

人　数 3 3 5 5 1 1 1 1 1 21

交付額 210,000 210,000 350,000 350,000 70,000 70,000 70,000 70,000 70,000 1,470,000

支
出

調 査 研 究 費 5,630 430 18,958 25,018

資 料 作 成 費 3,600 1,200 8,737 13,537

資 料 購 入 費 4,137 30,030 28,090 20,805 30,936 113,998

広 報 費 66,302 322,000 39,965 68,370 1,729 498,366

そ の 他
（研修費・事務費等） 0

合 　 計 0 70,439 30,030 322,000 0 28,090 70,000 70,000 60,360 650,919

返金額 210,000 139,561 319,970 28,000 70,000 41,910 0 0 9,640 819,081

　議員の調査研究や研修等のために必要な経費の一部として、会派又は議員に対し、一人当たり年間 12 万
円を上限に政務活動費が交付されています。
　令和３年度は 10 月の議員改選があったため、４月～ 10 月分の一人当たり７万円が交付され、10 月 22 日
の任期終了時で精算しました。
　政務活動費の収支報告書及び領収書等、詳細な内容について議会ホームページで公表しています。また、
議会事務局でも閲覧できます。 議会ホームページ

改築前の燕岳テント場トイレ

年
間
延
長
と
い
う
余
裕
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
説
明

が
あ
っ
た
。

　

補
正
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑　

ペ
ー
ジ
へ
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★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
→
市
長　

副
市
長
→
副
長　

教
育
長
→
教
長　

総
務
部
長
→
総
務　

政
策
部
長
→
政
策　

財
政
部
長
→
財
政　

市
民
生
活
部
長
→
生
活　

福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
→
保
健　

  

農
林
部
長
→
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
→
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
→
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
→
水
道　

  

教
育
部
長
→
教
部

会派代表質問

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

三
者
協
力
で
課
題
解
決
と

ハ
ー
ド
事
業
へ
取
組
み
を

　

問	
今
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
で

は
、
議
員
候
補
者
も
地
域
の

切
実
な
声
を
聞
く
機
会
が
多

く
、
市
民
か
ら
叱し

っ
た
げ
き
れ
い

咤
激
励
も

受
け
た
。
議
員
は
、
背
負
っ

て
い
る
地
域
や
団
体
な
ど
が

抱
え
る
課
題
の
解
決
に
率
先

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
現
在
の
行
政
の

仕
組
み
の
中
で
は
議
員
の
立

ち
位
置
が
見
え
な
い
。
課
題

の
解
決
の
た
め
に
、
市
民
と

行
政
、
議
会
と
の
三
者
の
協

力
関
係
を
見
直
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長	

市
の
自
治
基
本
条
例
の
理
念

る
よ
う
な
対
話
の
場
を
設
け
、

市
政
に
活
か
し
て
い
き
た
い
。

　

問	

少
子
化
や
女
性
の
社
会
進
出

に
応
え
る
た
め
に
は
、
小
学

生
の
た
め
の
児
童
ク
ラ
ブ
施

設
は
今
の
時
代
に
不
可
欠
な

イ
ン
フ
ラ
。
建
設
中
の
穂
高

北
部
児
童
館
を
モ
デ
ル
と
し

た
施
設
整
備
を
全
市
的
に
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長	

児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
に
は
厳

し
い
状
況
が
あ
る
。
既
存
施

設
の
活
用
も
検
討
す
る
が
、

財
源
問
題
も
含
め
、
整
備
に

つ
い
て
し
っ
か
り
検
討
す
る
。

に
基
づ
き
、
市
民
、
市
議
会

及
び
市
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
と

責
務
を
果
た
す
中
で
、
協
力

体
制
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

必
要
。
各
議
員
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
地
域
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
意
見
も
、
ぜ
ひ
市
に
あ

げ
て
ほ
し
い
。

　

問	
前
市
政
で
は
「
市
長
と
語
る

会
」
を
実
施
し
て
い
た
が
、

太
田
市
政
で
も
、
直
接
市
民

と
意
見
交
換
す
る
場
の
設
定

を
考
え
て
い
る
か
。

市
長	

地
域
や
市
内
団
体
な
ど
を
対

象
に
、
10
～
20
人
程
度
の
、

出
席
者
の
多
く
が
発
言
で
き

　

問	

市
が
平
成
27
年
度
に
策
定
し

た
「
新
市
立
博
物
館
構
想
」

の
評
価
は
。

市
長	

市
の
歴
史
や
民
俗
、
芸
術
文

化
は
安
曇
野
の
豊
か
な
自
然
、

風
土
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
の
構
想
の
考
え

方
は
私
の
目
指
す
と
こ
ろ
と

一
致
す
る
も
の
と
評
価
し
て

い
る
。

　

問	

そ
の
後
、
構
想
に
沿
っ
た
建

設
の
動
き
は
な
い
が
、
市
民

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立

の
た
め
に
も
早
期
の
建
設
を
。

市
長	

構
想
で
は
、
建
設
は
か
な
り

先
と
も
さ
れ
て
い
る
が
、
正

直
な
話
、
財
源
の
問
題
を
ク

リ
ア
し
な
い
と
前
に
進
め
な

い
と
い
う
現
実
も
あ
る
。

　

問	

市
長
公
約
の
「
医
療
費
無
料

化
を
18
歳
ま
で
拡
大
す
る
」

は
、
私
ど
も
も
要
望
し
て
き

た
内
容
な
の
で
歓
迎
す
る
。

福
祉
医
療
の
範
囲
を
障
が
い

者
全
員
に
入
院
を
含
め
拡
大

　

問	

政
治
家
と
し
て
大
事
に
す
る

信
条
は
。

市
長	

嘘
を
つ
か
な
い
政
治
だ
。

　

問	

内
部
統
制
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
は
。

市
長	

市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
政

政
和
ク
ラ
ブ  　

松　

枝　
　
　

功

建設中の穂高北部児童館

多様な学校教育・広域連携・
エネルギー自給

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長	

市
単
独
で
対
応
す
る
と
な
る

と
、
財
源
確
保
が
難
し
い
。

県
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　

問	

子
ど
も
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
だ

が
、
安
曇
野
市
医
師
会
か
ら

も
陳
情
が
出
さ
れ
採
択
さ
れ

た
。
採
択
後
ど
の
よ
う
な
検

討
が
さ
れ
た
の
か
。
令
和
４

年
度
の
予
算
に
反
映
さ
れ
る

の
か
。

保
健	

助
成
金
額
、
対
象
範
囲
等
を

他
市
の
状
況
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

問	

国
は
、
子
ど
も
に
も
か
か
る

国
保
の
「
均
等
割
」
の
５
割

軽
減
を
令
和
４
年
４
月
か
ら

始
め
る
。
市
独
自
に
減
免
の

年
齢
を
医
療
費
の
無
料
化
と

合
わ
せ
て
18
歳
ま
で
拡
大
、

あ
る
い
は
全
面
免
除
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

市
長	

市
単
独
で
は
難
し
い
。
国
に

は
、
市
長
会
を
通
じ
て
強
い

要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

問	

市
内
唯
一
の
穂
高
プ
ー
ル
が

廃
止
と
な
っ
た
。
市
営
プ
ー

ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

廃
止
を
惜
し
む
声
も
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
新
た

な
建
設
は
、
用
地
の
取
得
、

建
設
費
を
考
慮
す
る
と
困
難

だ
。

無会派（会派）  　増　田　望三郎

が
大
目
標
。
単
に
規
則
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
遵

じ
ゅ
ん
し
ゅ

守
で
は
な
く
、

そ
れ
が
な
ぜ
あ
る
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
が
最
終
的
に
市

民
に
対
す
る
適
切
な
市
政
と

し
て
の
効
果
を
表
す
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
す
る
。

　

問	

本
市
の
学
校
教
育
は
、
子
ど

も
た
ち
の
内
発
的
な
意
欲
や

自
己
決
定
な
ど
生
き
る
力
を

存
分
に
引
き
出
し
、
培
う
も

の
に
な
っ
て
い
る
か
。
子
ど

も
一
人
一
人
の
個
別
最
適
な

学
び
を
保
証
す
る
た
め
に
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
や
学

校
の
多
様
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
は
。

市
長	

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
。

個
別
の
個
性
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
の
取
り
組
み
も
必

要
。
ま
た
個
性
を
大
事
に
す

る
基
本
的
な
考
え
方
が
教
師

に
必
要
。

　

問	

観
光
分
野
の
広
域
連
携
は
。

市
長	

広
域
で
誘
致
を
す
る
こ
と
で

滞
在
型
の
観
光
に
結
び
つ
け

る
。
点
で
は
な
く
、
連
携
し

て
面
で
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
、

コ
ロ
ナ
収
束
後
の
地
域
間
競

争
の
中
で
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。 　

問	

地
下
水
保
全
の
広
域
連
携
。

広
域
の
協
議
会
で
危
機
感
の

共
有
、
取
組
の
連
携
等
、
市

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
。

市
長	

地
下
水
の
保
全
及
び
涵か

ん
よ
う養

に

関
す
る
指
針
を
策
定
し
て
お

安曇野市平和都市宣言のモニュメント

市民団体と市の協働事業まちあるき空き家見学会

日本共産党安曇野市議団  　猪　狩　久美子

子育て・障がい者支援の
更なる充実に向けて

り
、
地
下
水
は
公
共
性
の
高

い
も
の
と
共
通
認
識
し
て
い

る
。
必
要
に
応
じ
て
発
言
し

て
い
く
。

　

問	

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
こ
そ
、
新

し
い
価
値
を
創
造
す
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
。
手
法
と
し
て
地
域

新
電
力
・
自
治
体
新
電
力
は
。

市
長	

家
庭
で
消
費
す
る
電
気
を
屋

根
に
つ
け
た
ソ
ー
ラ
ー
で
賄

ま
か
な

う
こ
と
は
可
能
だ
が
、
地
域

全
体
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
た
時
に
は
す
ぐ

に
は
で
き
ず
、
現
時
点
で
の

地
域
新
電
力
は
難
し
い
。
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取
り
組
み
の

中
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
は
道
筋
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

問	

地
域
に
活
力
を
生
む
空
き
家

活
用
は
。

市
長	

市
の
体
制
も
整
え
、
民
間
の

協
力
を
得
て
、
空
き
家
空
き

店
舗
活
用
を
促
進
し
、
事
業

収
益
を
上
げ
る
仕
組
み
を
つ

く
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
市
民
の
政
治
参
加
に
つ
い
て

　

問	

憲
法
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長	

戦
後
70
数
年
間
、
日
本
国
憲

法
の
下
で
日
本
が
平
和
に
繫

栄
し
て
き
た
こ
と
を
尊
重
す

べ
き
で
日
本
の
源
で
あ
る
、

と
考
え
て
い
る
。

　

問	

憲
法
９
条
に
対
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
市
民
団
体
と
共
催
の

戦
争
と
平
和
に
関
す
る
展
示

や
「
平
和
と
人
権
の
つ
ど
い
」

等
は
継
続
す
べ
き
事
業
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。

市
長	

憲
法
９
条
改
正
の
議
論
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

国
民
全
体
が
議
論
を
深
め
た

上
で
臨
む
べ
き
と
考
え
る
。

日
本
国
憲
法
の
３
原
則
、
基

本
的
人
権
、
平
和
主
義
、
国

民
主
権
の
堅
持
は
重
要
だ
。

平
和
に
関
す
る
事
業
は
継
続

し
て
い
く
。

平
和
問
題
に
つ
い
て
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!!

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

加
工
販
売
し
て
い
る
農
家
が
多
い
。
魅

力
あ
る
農
産
物
を
紹
介
す
る
「
美
味
し

い
安
曇
野
」
で
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

　

問	

周
辺
部
の
民
話
等
の
探
索
に
よ
る
滞
在

型
観
光
に
つ
い
て
は
。

教
部	

多
く
の
人
々
が
自
然
観
察
に
訪
れ
る
よ

う
、
史
跡
を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
や
民
話
の

伝
承
地
等
の
整
備
、
解
説
板
の
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
指
定
史

跡
を
中
心
に
標
柱
の
設
置
等
も
進
め
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

国営アルプスあづみの公園と
周辺のイチゴハウス

　

問	

地
域
滞
在
型
観
光
に
向
け
た
国
営
公
園

等
周
辺
部
の
活
性
化
の
施
策
は
。

市
長	

周
辺
に
は
、
蝶
ヶ
岳
温
泉
を
引
湯
し
た

ほ
り
で
ー
ゆ
～
四
季
の
郷
、
啼
鳥
山
荘
、

コ
テ
ー
ジ
・
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
施
設
。

そ
の
先
に
は
、
北
ア
ル
プ
ス
常
念
岳
や

蝶
ヶ
岳
の
起
点
の
三み

つ
ま
た股

登
山
口
が
あ
る
。

近
い
将
来
、
須
砂
渡
ト
ン
ネ
ル
を
開
通

す
る
事
業
に
県
が
取
り
組
む
と
い
う
情

報
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際
に
は
安

全
と
利
便
性
が
図
ら
れ
る
。
市
観
光
協

会
と
連
携
、
新
た
な
旅
行
企
画
商
品
推

進
の
た
め
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
商
談
会
へ
積

極
的
に
取
り
組
む
。

　

問	

訪
問
客
等
の
宣
伝
・
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の

創
出
は
。

商
工	

友
好
都
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
観

光
等
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
観
光
客
、
観
光

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。「
夏
秋
イ

 

チ
ゴ
」
等
の
生
産
農
家
が
周
辺
に
あ
り

観
光
戦
略
に
取
り
組
み
た
い
。

　

問	

農
家
民
宿
と
公
園
利
用
・
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
創
出
・
活
用
等
に
つ
い
て
は
。

農
林	

農
家
民
宿
は
74
軒
。
国
営
公
園
と
合
同

で
営
業
を
行
っ
て
い
る
。
地
域
食
材
を

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の

公
園
と
周
辺
活
性
化
施
策

会派  あづみ野
一志 信一郎

　

問	

県
内
で
も
人
口
増
加
し
て
い
る
市
町
村

が
あ
る
の
に
、
本
市
の
人
口
減
少
は
避

け
ら
れ
な
い
と
い
う
行
政
運
営
か
ら
、

持
続
可
能
な
本
市
の
発
展
を
目
指
し
、

人
口
増
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
意
識
に
つ
い

て
伺
う
。

政
策	

本
市
の
人
口
目
標
は
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
に
準
拠
し
た

２
０
４
５
年
の
人
口
を
移
住
定
住
対
策

に
よ
り
推
計
を
上
回
る
８
万
３
千
人
と

し
て
お
り
、
決
し
て
消
極
的
で
は
な
い
。

　

問	

少
子
高
齢
化
が
進
む
と
、
財
政
も
先
細

り
に
な
り
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な

く
な
る
。
も
っ
と
産
業
振
興
に
力
を
入

れ
、
Ａ
Ｉ
や
Ⅰ
Ｔ
等
ク
リ
ー
ン
で
付
加

価
値
の
高
い
企
業
を
誘
致
し
、
住
宅
や

子
育
て
環
境
も
整
備
し
て
、
若
い
定
住

者
を
増
や
し
、
市
民
税
の
増
加
を
図
る
。

関
連
企
業
も
増
え
て
相
乗
効
果
も
期
待

で
き
る
。
こ
う
し
た
政
策
に
対
し
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

市
長	

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
対
応
策
と

し
て
企
業
誘
致
を
進
め
、
産
業
の
集
積

に
よ
る
相
乗
効
果
が
得
ら
れ
る
考
え
方

は
、
市
の
考
え
と
一
致
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
工
場
用
地
は
農
業
や
景
観
へ
の

影
響
を
配
慮
し
た
い
。

　

問	

３
歳
未
満
児
の
待
機
児
童
対
策
と
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
６
年
生
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

入
園
率
が
上
昇
す
る
一
方
で
、
出
生
率

は
低
下
し
て
い
る
。
小
規
模
保
育
事
業

所
（
19
人
以
下
）
の
設
置
で
施
設
整
備

を
図
っ
て
い
る
。
児
童
ク
ラ
ブ
は
学
校

の
空
き
教
室
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
特

別
支
援
学
級
の
増
加
で
難
し
く
な
っ
た
。

緊
急
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

人
口
減
か
ら
人
口
増
へ

積
極
的
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

会派  あづみ野
竹内 秀太郎

豊科上鳥羽の小規模保育所建設現場
( 令和３年 12 月中旬 )

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち

一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
→
市
長　

副
市
長
→
副
長　

教
育
長
→
教
長　

総
務
部
長
→
総
務　

政
策
部
長
→
政
策　

財
政
部
長
→
財
政　

市
民
生
活
部
長
→
生
活　

福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
→
保
健　

  

農
林
部
長
→
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
→
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
→
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
→
水
道　

  

教
育
部
長
→
教
部

　

問	

公
立
保
育
園
の
民
営
化
を
行
革
推
進
委

員
会
へ
の
諮
問
自
体
が
間
違
い
で
は
。

市
長	

前
市
政
の
こ
と
、
答
は
差
し
控
え
る
。

　

問	

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
対
応
で
経
費
増
。

行
革
、
民
間
対
応
で
経
費
削
減
と
二
律

背
反
で
委
員
会
は
困
っ
た
と
あ
る
が
。

市
長	

諮
問
は
経
費
削
減
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

問	

答
申
は
苦
悩
の
結
果
と
し
て
人
材
育
成

を
優
先
的
に
対
処
す
べ
き
と
ま
と
め
て

い
る
が
、
民
営
化
の
見
直
し
は
。

市
長	

公
設
民
営
は
地
域
の
実
情
で
考
慮
す
る
。

　

問	

直
営
が
五
地
域
の
色
と
い
う
こ
と
か
。

市
長	

教
育
や
保
育
、
人
材
育
成
を
一
律
で
な

く
地
域
の
実
情
を
勘
案
し
て
決
め
る
。

　

問	

市
長
の
子
育
て
環
境
は
施
設
整
備
だ
け

か
、
保
育
の
質
、
内
容
は
ど
う
か
。

市
長	

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
を
整
え
、

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
見
守
り
、
育

て
る
環
境
と
社
会
を
創
出
す
る
こ
と
だ
。

　

問	
わ
ざ
わ
ざ
民
営
化
に
す
る
理
由
は
。

市
長	
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
。
こ
ど
も

園
の
一
律
民
営
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　

問	

西
部
認
定
こ
ど
も
園
の
方
向
性
検
討
委

員
会
に
よ
る
報
告
の
受
け
止
め
は
。

市
長	

良
く
研
究
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

地
元
の
提
案
に
期
待
し
、
手
を
携
え
愛

さ
れ
る
園
を
目
指
し
た
い
。
民
間
の
特

色
あ
る
保
育
で
児
童
数
の
増
加
と
園
の

維
持
を
図
る
。
民
間
委
託
で
も
引
き
続

き
市
立
こ
ど
も
園
と
い
う
点
は
理
解
を

得
て
き
て
い
る
。
引
き
継
ぎ
保
育
は
令

和
５
年
度
と
し
、
心
配
を
解
消
し
た
い
。

　

問	

特
色
あ
る
保
育
は
旧
三
郷
村
時
代
か
ら

行
わ
れ
、
今
も
継
承
さ
れ
実
施
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
園
で
、
わ
ざ
わ
ざ
民
営
化

の
必
要
性
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長	

西
部
園
の
民
営
化
は
地
元
の
理
解
を
得

て
進
め
て
い
き
た
い
。
愛
さ
れ
て
き
た

園
だ
か
ら
、
地
域
と
の
連
携
で
新
し
い

園
の
在
り
方
を
進
め
て
い
き
た
い
。

愛
さ
れ
て
き
た
西
部
こ
ど
も
園

だ
か
ら
こ
そ
直
営
で

日本共産党
安曇野市議団

井出 勝正

　

問	

危
険
な
通
学
路
を
子
ど
も
が
毎
日
利
用

し
、
保
護
者
や
地
域
の
人
々
が
整
備
を

要
望
し
続
け
て
い
る
の
に
何
十
年
も
進

ま
な
い
状
況
を
ど
う
認
識
し
、
歩
道
整

備
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
ど
う
進
め
よ
う

と
す
る
の
か
。

市
長	

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
児
童
生
徒

の
安
全
に
対
す
る
深
い
思
い
は
承
知
し

て
い
る
。
予
算
編
成
に
当
た
り
、
箇
所

付
け
の
観
点
か
ら
、
通
学
路
の
安
全
確

保
に
意
を
用
い
た
い
。

　

問	

道
路
整
備
推
進
計
画
が
出
た
平
成
27
年

か
ら
６
年
間
に
県
道
・
市
道
の
歩
道
が

整
備
さ
れ
た
通
学
路
は
全
体
で
何
本
何

キ
ロ
で
、
計
画
全
体
の
何
％
か
。

建
設	

県
道
・
市
道
の
通
学
路
の
整
備
済
み
と

整
備
中
路
線
は
22
路
線
、
約
６
キ
ロ
。

整
備
率
は
約
９
％
で
あ
る
。

　

問	

「
子
ど
も
の
命
が
優
先
」
の
視
点
か
ら

 

不
要
不
急
の
松
糸
道
路
よ
り
通
学
路
の

歩
道
整
備
を
優
先
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長	

ど
ち
ら
も
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

問	

経
費
節
減
の
た
め
の
３
セ
ン
タ
ー
化
と

市
長
の
「
安
曇
野
型
食
育
」
ま
た
は
、

市
長
が
言
う
「
５
つ
の
地
域
に
は
個
性

あ
る
文
化
や
歴
史
が
あ
り
、
住
民
が
誇

り
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
」
と
「
自

校
方
式
を
地
域
の
文
化
と
し
て
大
切
に

し
て
き
た
地
域
の
歴
史
、
誇
り
を
な
き

も
の
に
す
る
３
セ
ン
タ
ー
化
」
は
、
相

容
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長	
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
出

す
答
申
の
内
容
と
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
勘
案
し
て
考
え
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
整
備

○
デ
マ
ン
ド
交
通
あ
づ
み
ん
の
利
便
性
向
上

子
ど
も
の
命
優
先
で

通
学
路
の
歩
道
整
備
を
！

日本共産党
安曇野市議団

臼井 泰彦

交通量が多く歩道のない危険な通学路（県道）

４
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
存
続
を

大好きな園舎ありがとう（三郷公民館展示）
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

　

問	

認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉	

サ
ス
マ
タ
の
職
員
研
修
は
再
開
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
未
設
置
の
６
園
は
、
計
画

的
に
設
置
し
て
い
く
。

　

問	

穂
高
駅
前
通
り
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

生
活	

犯
罪
の
抑
止
効
果
も
期
待
で
き
る
と
認

識
し
て
い
る
。
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

問	

富
田
橋
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設	

富
田
橋
を
両
側
歩
道
付
き
の
橋
に
新
た

に
か
け
替
え
る
。
令
和
４
年
度
か
ら
、

歩
道
付
き
の
仮
橋
を
含
む
、
う
回
路
の

工
事
に
着
手
す
る
予
定
。

　

問	

三
郷
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
跡
地

利
用
と
次
の
処
分
場
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活	

跡
地
は
緑
地
広
場
、
北
側
市
有
地
は
駐

車
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
。
今
後
は
ガ

ラ
ス
、
陶
器
類
は
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
処
分
し
、
灰
に
つ
い
て
は
民

間
業
者
に
委
託
す
る
方
向
で
調
整
中
。

処
分
場
を
新
た
に
造
る
計
画
は
な
い
。

　

問	

猿
害
対
策
と
し
て
、
家
庭
菜
園
で
は
農

地
で
な
い
た
め
電
気
柵
設
置
の
補
助
金

対
象
に
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
見
直
し

と
大
型
檻
の
継
続
設
置
を
要
望
す
る
が

ど
う
か
。

農
林	

捕
獲
檻
は
当
面
継
続
す
る
。
被
害
状
況

に
合
っ
た
補
助
金
制
度
に
見
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

問	

家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
重
度

の
身
体
障
が
い
者
、
障
が
い
児
の
訪
問

入
浴
事
業
で
、
夏
場
の
時
期
だ
け
で
も

回
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

福
祉	

適
正
な
回
数
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

　

問	

穂
高
プ
ー
ル
の
代
替
え
と
し
て
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者
ま
で
す
べ

て
の
市
民
が
使
え
る
屋
内
プ
ー
ル
建
設

の
要
望
を
す
る
が
ど
う
か
。

市
長	

用
地
、
財
源
の
問
題
等
々
、
現
時
点
で

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と
考
え
る
。

市
民
の
声
か
ら

会派  あづみ野
中村 今朝子

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
→
市
長　

副
市
長
→
副
長　

教
育
長
→
教
長　

総
務
部
長
→
総
務　

政
策
部
長
→
政
策　

財
政
部
長
→
財
政　

市
民
生
活
部
長
→
生
活　

福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
→
保
健　

  

農
林
部
長
→
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
→
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
→
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
→
水
道　

  

教
育
部
長
→
教
部

　

問	

例
え
ば
穂
高
北
小
学
校
で
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
を
学
校
か
ら
２
キ
ロ
等
離
れ
た

場
所
に
到
着
さ
せ
、
児
童
を
歩
か
せ
て

い
る
。
市
総
合
計
画
に
「
安
全
・
安
心

で
快
適
な
ま
ち
」
と
あ
る
が
、
通
学
路

は
歩
道
の
な
い
車
道
で
あ
る
場
合
も
多

い
。
市
内
小
学
校
の
バ
ス
を
学
校
到
着

と
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
通
学
路
を
足

腰
を
鍛
え
る
場
と
し
て
い
る
が
、
バ
ス

利
用
児
童
に
は
始
業
前
に
運
動
場
を
開

放
す
る
等
、
よ
り
安
全
な
策
は
な
い
か
。

市
長	

教
育
委
員
会
で
は
、
自
力
の
登
下
校
で

体
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
重
点
取
組
と

し
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
児
童

に
お
い
て
も
本
取
組
を
尊
重
し
た
い
。

教
長	

通
学
路
上
で
の
交
通
ル
ー
ル
を
意
識
し

な
が
ら
歩
く
こ
と
で
、
忍
耐
力
や
持
久

力
、
体
力
も
備
わ
り
、
自
分
の
身
を
自

分
で
守
る
基
礎
を
養
っ
て
い
く
と
思
っ

て
い
る
。
車
の
台
数
や
交
通
事
情
な
ど

は
ご
指
摘
の
と
お
り
。
通
学
路
の
危
険

箇
所
の
改
善
は
引
き
続
き
取
り
組
む
。

　

問	

穂
高
北
小
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
条
件

で
あ
る
、
自
宅
距
離
要
件
４
キ
ロ
（
往

復
８
キ
ロ
）
を
緩
和
し
、
よ
り
多
く
の

児
童
、
特
に
低
学
年
児
童
を
乗
車
さ
せ
、

長
距
離
通
学
児
の
安
全
を
確
保
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
保
護
者
が
送
迎
す
る

た
め
の
駐
車
場
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

教
部	

同
じ
学
校
に
お
い
て
は
公
平
性
も
考
慮

し
、
現
行
の
ま
ま
見
直
さ
な
い
。
保
護

者
の
中
に
は
、
学
校
か
ら
２
０
０
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
迂
回
し
や
す
い
場
所
で
児

童
を
下
車
さ
せ
て
い
る
例
も
あ
る
。
渋

滞
を
起
こ
さ
な
い
送
迎
方
法
が
あ
る
こ

と
も
皆
さ
ん
に
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
巡
回
バ
ス
導
入
の
再
検
討
に
つ
い
て

◯
塩
尻
市
の
よ
う
な
、
自
動
運
転
バ
ス
走
行
実

験
の
実
施
可
能
性
に
つ
い
て

安
曇
野
で
子
育
て
し
た
く

な
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営

無会派（会派）
橋本 裕二

一般質問の際、議場で配布した資料の一部

　

問	

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
の
実
施
を
こ
れ
ま
で
に
検

討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

商
工	

令
和
２
年
度
、
支
援
策
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
た
経
過
が
あ
る
。

　

問	

実
現
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
。

商
工	

高
齢
者
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
対
応
で

き
な
い
消
費
者
が
い
る
こ
と
。
ど
の
決

済
サ
ー
ビ
ス
を
選
定
し
実
施
す
る
か
研

究
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
進
み
具
合

〇
会
食
の
制
限
人
数
や
忘
新
年
会
の
ス
タ
ン
ス

に
つ
い
て

政和クラブ
辻谷 洋一

商
品
券
の
検
証
と

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
提
案

　

問	

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
内
の
飲
食
店
、

観
光
関
連
事
業
者
の
状
況
は
。

商
工	

昼
間
の
営
業
は
徐
々
に
回
復
し
て
お
り
、

夜
の
営
業
は
客
足
が
伸
び
な
い
状
況
で

あ
る
。
市
観
光
協
会
へ
の
聞
き
取
り
で

は
、
入
会
者
も
あ
る
一
方
で
、
廃
業
や

事
業
撤
退
な
ど
退
会
者
が
４
件
あ
っ
た
。

　

問	

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
効
果
に
つ
い
て
、

実
際
に
使
用
さ
れ
た
額
は
い
く
ら
だ
っ

た
か
。
使
わ
れ
な
か
っ
た
商
品
券
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
経
済
波
及
効
果
は
ど
れ

く
ら
い
か
。
事
務
費
や
労
務
費
は
ど
の

程
度
か
か
っ
て
い
た
か
。

商
工	

第
１
弾
と
第
２
弾
合
計
で
、
使
用
金
額

12
億
４
０
７
万
３
千
円
。
換
金
さ
れ
な

か
っ
た
合
計
額
３
５
７
万
５
千
円
。
事

務
費
等
、
事
務
委
託
経
費
と
し
て
第
１

弾
、
第
２
弾
合
計
で
４
０
９
８
万
２
千

円
、
第
１
弾
で
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、

短
期
雇
用
し
た
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
が
１
２
９
万
９
８
６
９
円
。

　

問	

第
３
弾
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
は
検
討
し
て
い
る
か
。

商
工	

第
３
弾
と
な
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
も
施
策
の
一
つ
と
考
え
る
。

ポイント還元事業イメージ

　

問	

太
田
市
長
の
消
防
団
へ
の
考
え
は
。

市
長	

市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
あ
ら
ゆ

る
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
の
安
全

 

・
安
心
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
消
防
団
は

継
承
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
、
市
と
し
て

も
そ
の
応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

問	

現
在
の
団
員
数
は
。

総
務	

現
在
の
実
団
員
数
は
８
４
６
人
で
あ
り
、

５
年
前
と
の
比
較
だ
と
１
２
２
人
減
少
。

　

問	

団
員
数
の
減
少
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

総
務	

全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
安
曇
野
市
も

例
外
で
は
な
い
。
消
防
団
員
の
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
地
域
防
災
力
が

低
下
し
、
ひ
い
て
は
地
域
住
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
の
保
護
に
支
障
を
来
す
と

い
う
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

問	

団
員
や
ご
家
族
へ
の
メ
リ
ッ
ト
付
与
は
。

総
務	

「
安
曇
野
市
つ
な
げ
た
い
地
域
の
絆
・
消

防
団
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実

施
し
て
お
り
、
今
後
、
事
業
の
一
層
の

拡
大
を
図
る
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
店
及
び

応
援
シ
ョ
ッ
プ
の
登
録
に
向
け
た
働
き

か
け
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
長
野
県
で

も
同
様
に
、
信
州
消
防
団
応
援
シ
ョ
ッ

プ
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

問	

操
法
大
会
に
つ
い
て
、
過
度
に
ス
ポ
ー

ツ
大
会
化
し
て
い
る
現
状
は
見
直
す
べ

き
。
よ
り
実
践
的
な
訓
練
や
効
率
的
な

練
習
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
負
担

軽
減
策
な
ど
、
今
後
の
予
定
や
見
解
は
。

総
務	

操
法
訓
練
等
の
負
担
が
多
い
こ
と
は
認

識
を
し
て
い
る
。
操
法
訓
練
は
競
技
性

か
ら
火
災
現
場
に
即
応
し
た
実
践
型
へ

の
見
直
し
を
既
に
検
討
し
て
い
る
。
行

事
や
夜
警
等
の
簡
素
化
も
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
力
の
要
で
あ
る

安
曇
野
市
消
防
団
の
今
後
は

政和クラブ
矢澤 毅彦

消防団による自主訓練の様子

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

政和クラブ
中村 芳朗

　

問	

農
産
物
の
販
路
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド
展
開

な
ど
農
業
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

市
内
に
は
多
く
の
特
産
物
が
あ
る
。
農

産
物
の
販
売
拡
大
対
策
は
、
首
都
圏
で

の
市
場
拡
大
を
Ｊ
Ａ
・
卸
業
者
・
銀
座

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
等
と
連
携
を
強
化
し
な

が
ら
、
農
畜
産
物
を
売
込
ん
で
い
く
。

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
ワ
サ
ビ
を
突

破
口
に
、
海
外
輸
出
支
援
を
継
続
し
、

海
外
で
の
日
本
食
ブ
ー
ム
と
の
相
乗
効

果
を
期
待
し
て
、
安
曇
野
の
農
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
力
の
認
知
・
向
上
を
図
る
。

　

問	

農
家
の
後
継
者
育
成
・
新
規
就
農
者
対

策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長	

首
都
圏
で
就
農
相
談
会
等
を
実
施
し
、

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
に
設
け
た
新
し
い

Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン
の
相
談
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
て
い
く
。
経
営
力
向
上
を

図
る
た
め
法
人
化
等
に
向
け
た
サ
ポ
ー

ト
を
県
と
合
同
で
実
施
し
た
い
。
ま
た
、

担
い
手
農
家
の
確
保
の
一
方
で
、
農
村

集
落
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
専
業
農

家
に
限
ら
ず
、
多
様
な
農
業
者
の
確
保

と
育
成
も
重
要
。
農
あ
る
暮
ら
し
（
半

農
半
Ｘ
）
こ
の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信

し
て
安
曇
野
市
の
農
業
関
係
人
口
の
増

加
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問	

第
３
次
安
曇
野
市
農
業
・
農
村
振
興
基

本
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林	

第
３
次
計
画
で
は
、
第
２
次
計
画
の
反

省
を
基
に
計
画
を
作
り
、
目
標
の
達
成

状
況
、
成
果
、
方
向
性
等
に
つ
い
て
中

間
年
度
に
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ

ば
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
新
規
就
農
者
住
宅
の
状
況

〇
農
業
者
育
成
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
南
安
曇

農
業
高
校
の
存
続
に
つ
い
て

〇
市
道
・
橋

き
ょ
う
り
ょ
う

梁
の
点
検
整
備
、
整
備
計
画
に
つ

い
て

安曇野市新規就農者住宅（三郷地域）

農
業
振
興
政
策
の

今
後
の
取
り
組
み
は

　

問	

市
長
の
子
育
て
・
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

市
長	

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
充
実
と

志
高
く
未
来
を
切
り
開
く
安
曇
野
教
育

の
実
現
を
目
指
す
。

　

問	

待
機
児
童
へ
の
対
応
は
。

福
祉	

小
規
模
保
育
事
業
所
を
整
備
す
る
。

　

問	

子
育
て
広
場
の
設
置
は
。

福
祉	

関
係
す
る
部
署
と
検
討
を
進
め
た
い
。

　

問	

通
学
路
の
62
の
危
険
箇
所
の
改
善
は
。

教
部	

道
路
管
理
者
と
の
連
携
に
よ
り
解
消
に

取
り
組
み
た
い
。
ま
ず
は
、
地
域
見
守

り
活
動
、
交
通
安
全
指
導
等
ソ
フ
ト
面

の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

問	

保
育
施
設
の
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
を
見

直
す
考
え
は
。

福
祉	

方
法
と
課
題
に
つ
い
て
現
在
検
討
し
て

い
る
。

　

問	

０
～
18
歳
へ
の
切
れ
目
な
く
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
こ
ど
も
部
」
設
置
の
考
え
は
。

市
長	

子
育
て
支
援
は
重
要
な
課
題
。
組
織
の

再
編
成
に
当
た
り
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

問	

女
性
・
若
者
の
活
躍
に
関
す
る
市
長
の

考
え
は
。

市
長	

社
会
の
多
様
性
は
大
切
。
国
連
で
Ｓ

エ
ス
デ
ィ
ー

Ｄ

Ｇジ

ー

ズｓ
が
採
択
さ
れ
、
女
性
の
社
会
進
出

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
安
曇
野
市
で
も
、

女
性
活
躍
の
啓
発
を
続
け
る
。
若
者
の

活
躍
も
大
事
。
若
者
の
意
見
を
受
け
止

め
ら
れ
る
安
曇
野
市
を
目
指
す
。
市
職

員
か
ら
の
政
策
提
案
に
関
し
て
も
女
性

職
員
か
ら
相
当
数
の
提
案
が
あ
る
。
女

性
管
理
職
の
登
用
も
増
や
す
。

総
務	

市
内
企
業
へ
も
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
。

　

問	

市
内
の
女
性
・
若
者
の
活
躍
の
場
は
。

商
工	

創
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
に
占
め
る
女
性

割
合
は
５
割
。
制
度
を
設
け
、
意
欲
の

あ
る
女
性
や
若
者
の
起
業
を
支
援
す
る
。

政
策	

意
見
交
換
の
場
も
増
や
す
。

政和クラブ
小林 陽子

次
世
代
を
育
む
子
育
て
と

教
育
は

安
曇
野
で
の
女
性
・
若
者
の
活
躍
は

　

問	

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

市
長	

合
併
前
の
５
つ
の
地
域
の
個
性
を
尊
重

し
、
同
じ
色
に
す
る
必
要
は
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
今
ま
で

培
っ
て
き
た
文
化
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を

生
か
し
な
が
ら
、
安
曇
野
市
の
文
化
芸

術
の
振
興
に
向
か
っ
て
い
け
ば
よ
い
。

　

問	

芸
術
・
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
の
具
体

策
は
。

市
長	

美
術
館
、
博
物
館
の
連
携
を
生
か
し
、

美
術
館
カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
を
共
通

に
発
行
す
る
。
芸
術
系
大
学
の
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設
置
し
、
芸
術
家

や
工
芸
家
の
皆
さ
ん
の
発
表
、
発
信
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

問	

こ
の
３
期
よ
り
、
一
体
的
に
策
定
す
る

こ
と
と
し
た
。
現
時
点
で
の
良
か
っ
た

こ
と
、
問
題
点
は
。

福
祉	

市
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
分
担
及

び
内
容
が
、
具
体
的
に
明
確
に
な
り
、

認
識
し
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
地
域

住
民
へ
の
説
明
も
し
や
す
く
、
理
解
も

得
ら
れ
や
す
く
な
っ
た
。

　

問	

重
点
テ
ー
マ
は
、
高
齢
者
と
子
ど
も
の

交
通
事
故
防
止
に
な
っ
て
い
る
が
、
進

捗
状
況
は
。
令
和
４
年
度
の
計
画
は
。

生
活	
高
齢
者
で
は
、
毎
月
の
家
庭
訪
問
の
実

施
、
地
域
単
位
の
交
通
安
全
教
室
の
実

施
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
支

援
。
子
ど
も
で
は
、
年
２
回
の
交
通
安

全
教
室
な
ど
を
開
催
。
令
和
４
年
度
の

計
画
は
、
引
き
続
き
子
ど
も
と
高
齢
者

の
事
故
防
止
が
、
重
点
施
策
と
な
る
。

「
創
る
」
芸
術
・
文
化
の

振
興
に
つ
い
て

会派  あづみ野
岡村 典明

安曇野市豊科近代美術館

会派  あづみ野
内川 集雄

　

問	

安
曇
野
、
キ
ー
ワ
ー
ド
漢
字
３
文
字
、

 

３
文
字
目
の
「
野
」
が
、
訓
読
み
「
の

 

」、
音
読
み
で
は
「
や
」、
里
と
予
の

「
会か

い

い

け

ん

け

い

せ

い

も

じ

意
兼
形
声
文
字
」。
３
文
字
目
が

 

「
野
」
の
自
治
体
、
観
光
な
ど
相
乗
効

 

果
の
考
え
等
、
副
知
事
時
代
に
講
演
で

話
さ
れ
て
い
た
が
、
市
長
に
な
ら
れ
、

重
点
施
策
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長	

北
海
道
の
富
良
野
、
東
京
都
の
武
蔵
野
、

島
根
県
の
津
和
野
な
ど
、
安
曇
野
と
同

様
に
漢
字
３
文
字
で
「
野
」
が
つ
く
自

治
体
は
、
観
光
地
と
し
て
も
文
化
伝
統

と
し
て
も
誇
れ
る
も
の
が
あ
る
。
重
点

施
策
に
観
光
を
取
り
上
げ
、
安
曇
野
ブ

ラ
ン
ド
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　

問	

３
文
字
目
が
「
野
」
の
自
治
体
、
こ
れ

は
８
市
１
区
３
町
１
村
、
そ
れ
に
加
え

て
、
１
自
治
体
の
一
部
地
域
総
称
が
あ

る
。
こ
の
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
は
。

市
長	

富
良
野
、
武
蔵
野
、
津
和
野
な
ど
の
自

治
体
と
は
、
何
ら
か
の
形
で
連
絡
を
取
っ

て
検
討
し
た
い
。

　

問	

穂
高
西
小
学
校
は
、
ゾ
ー
ン
30
に
な
っ

て
い
な
い
。
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

教
部	

今
後
、
市
教
委
と
し
て
、
穂
高
西
小
と

よ
く
話
し
を
し
て
か
ら
、
公
安
委
員
会

等
と
協
議
を
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
安
曇
野
市
職
員
休
暇
等
に
関
し
て

〇
安
曇
野
の
水
の
恵
み
と
家
族
の
笑
顔
と
歓
声

か
ら

「
〇
〇
野
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
関
し
て

ゾーン 30 が待たれる穂高西小学校

安
曇
野
市
民
の
更
な
る
安
全

安
心
を
求
め
て

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
作
成
に
は
定
例
会
か
ら
２
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

※
半
は
ん
の
う
は
ん
え
っ
く
す

農
半
Ｘ
…
農
を
営
み
な
が
ら
他
の
仕
事
に
も
携
わ
り
、
双
方
で
生
活
に
必
要
な
所
得
を
確
保
す
る
仕
組
み
。

交
通
安
全
対
策
・
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て

安
曇
野
市
地
域
福
祉
計
画
・
地

域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て

※
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12月
定例会 市政のここが聴きたい!! 一 般 質 問

★
答
弁
者
の
表
記
★　

市
長
→
市
長　

副
市
長
→
副
長　

教
育
長
→
教
長　

総
務
部
長
→
総
務　

政
策
部
長
→
政
策　

財
政
部
長
→
財
政　

市
民
生
活
部
長
→
生
活　

福
祉
部
長
→
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
健
医
療
部
長
→
保
健　

  

農
林
部
長
→
農
林　

  

都
市
建
設
部
長
→
建
設　

  

商
工
観
光
部
長
→
商
工　

  

上
下
水
道
部
長
→
水
道　

  

教
育
部
長
→
教
部

※
各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
一
般
質
問
の
録
画
放
送
に
リ
ン
ク
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
ご
利
用
に
は
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が
か
か
り
ま
す
。）

　

問	

若
者
が
輝
く
ま
ち
へ
の
取
り
組
み
は
。

市
長	

高
校
改
革
は
市
民
の
意
見
を
聞
き
対
応
。

芸
術
系
大
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
を
。

教
長	

４
高
校
の
益
々
の
活
性
化
を
期
待
す
る
。

　

問	

南
農
と
穂
商
と
池
工
の
存
続
か
統
合
は
。

教
長	

慎
重
に
進
め
る
べ
き
問
題
だ
と
思
う
。

教
部	

令
和
３
年
度
中
に
県
教
委
は
計
画
公
表
。

　

問	

長
野
県
立
大
や
東
京
23
区
内
の
大
学
を
。

市
長	

東
京
23
区
内
の
芸
術
系
大
の
誘
致
も
。

　

問	

信
州
大
の
情
報
系
学
部
の
誘
致
を
。

市
長	

市
が
手
を
挙
げ
て
も
極
め
て
難
し
い
。

　

問	

振
興
の
考
え
と
取
り
組
み
は
。

市
長	

芸
術
家
と
交
流
。
学
校
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
発
展
。
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興
。

教
長	

コ
ロ
ナ
禍
、
継
続
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

問	

地
域
活
動
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
を
。

教
部	

補
助
金
に
よ
り
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

問	

市
の
芸
術
文
化
協
会
の
充
実
と
発
展
を
。

教
部	

５
地
域
が
連
携
強
化
し
一
本
化
の
方
向
。

　

問	

施
策
へ
の
反
映
結
果
は
。

市
長	

で
き
る
限
り
市
政
へ
の
反
映
に
努
め
る
。

教
長	

民
間
教
育
施
設
等
と
連
携
。
穂
高
南
小

児
童
ク
ラ
ブ
で
６
年
生
ま
で
の
受
け
入

れ
拡
大
を
検
討
中
。
三
郷
児
童
ク
ラ
ブ

の
受
け
入
れ
拡
大
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
を

検
討
中
。
黒
沢
洞ど

あ

い合
自
然
公
園
の
検
討

委
員
会
を
年
度
内
に
立
ち
上
げ
る
。

保
健	

15
歳
以
下
の
子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
慎
重
に
対
応
し
周
知
に
努
め
る
。

　

問	
有
明
駅
と
安
曇
追
分
駅
駐
輪
場
屋
根
は
。

建
設	

早
期
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
調
整
す
る
。

　

問	

安
曇
追
分
駅
無
人
化
再
検
討
の
結
果
は
。

商
工	

６
駅
直
ち
に
無
人
化
は
な
く
個
別
検
討
。

　

問	

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
小

児
予
防
接
種
補
助
金
事
業
の
予
算
化
は
。

保
健	

予
算
化
実
施
に
向
け
現
在
進
め
て
い
る
。

市
内
高
校
存
続
や
大
学

誘
致
で
若
者
が
輝
く
ま
ち
を

政和クラブ
林　 孝彦

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

採
択
の
請
願
・
陳
情
の
施
策
反
映
結
果

単独存続か統合かが問われている南安曇農業高校

　

問	

現
在
の
市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
つ
い
て
の

状
況
と
課
題
は
。

政
策	

市
全
体
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
し
て
は
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
開
設
し
て
お

り
、
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て
は
平

成
26
年
６
月
か
ら
、
防
災
情
報
の
発
信

を
き
っ
か
け
に
運
用
を
開
始
し
、
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数
は
令
和
３
年
11
月
末
現
在
で

４
８
４
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

商
工	

観
光
協
会
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、

安
曇
野
の
風
景
や
観
光
情
報
、
グ
ル
メ

な
ど
を
題
材
に
写
真
投
稿
し
て
お
り
、

近
隣
自
治
体
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
比
べ
て
も

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
既
に
２
万
１
千
人
を

超
え
、
安
曇
野
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
つ
な

げ
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

問	

市
で
活
用
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
「
防
災

Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
と
し
て
活
用
す
る
計
画
は
。

総
務	

防
災
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
防
災
」
に

は
多
く
の
利
点
が
あ
る
た
め
、
近
年
で

は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
と
肩
を
並
べ
る
ほ

ど
の
影
響
力
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
防
災
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

つ
い
て
検
討
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ

 

ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
現
時
点

で
活
用
の
計
画
は
な
い
が
、
平
常
時
の

市
政
情
報
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
非

常
時
の
活
用
に
つ
い
て
今
後
、
検
討
を

進
め
る
。

　

問	

安
曇
野
市
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
追
加
創
設

し
、
市
政
情
報
の
包
括
的
な
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
の
活
用
を
。

政
策	

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
る
た
め
、

複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
同
時
に
同
じ
内
容
で
、

遅
滞
な
く
正
確
に
発
信
す
る
た
め
の
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
者
全
体
に
市
の
情
報
が
送
れ
る
よ
う

に
検
討
を
始
め
る
。

市
情
報
の
Ｓエ

ス
エ
ヌ
エ
ス

Ｎ
Ｓ
発
信

検
討
を

無会派（会派）
増井 裕壽

無会派（会派）
小林 純子

　

問	

安
曇
野
の
地
下
水
や
水
環
境
、
水
文
化

に
寄
せ
る
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

市
長	

安
曇
野
の
田
園
風
景
、
わ
さ
び
、
養よ

う
そ
ん鱒

等
の
特
色
あ
る
産
業
は
豊
か
な
水
資
源

に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
市
の
水
道
の
水

源
も
１
０
０
％
地
下
水
で
あ
る
。
様
々

に
水
の
恩
恵
を
受
け
る
私
た
ち
は
、
水

は
次
世
代
か
ら
の
預
か
り
も
の
と
の
認

識
を
持
ち
、
健
全
な
状
態
で
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
。

　

問	

こ
の
優
れ
た
水
環
境
を
次
世
代
に
受
け

継
ぐ
に
は
、
地
道
な
取
り
組
み
が
必
要
。

地
下
水
量
や
涵
養
の
課
題
は
認
識
さ
れ

て
い
る
が
、
水
質
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

生
活	

年
２
回
、
井
戸
28
カ
所
で
水
質
調
査
を

実
施
、
全
て
基
準
内
の
数
値
。
ほ
か
に

三
郷
地
域
３
カ
所
で
硝
酸
態
窒
素
の
水

質
検
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
含
有
値
が

高
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
６
～
７
割
が

化
学
肥
料
由
来
、
残
り
３
～
４
割
が
堆

肥
や
有
機
肥
料
、
畜
産
排
泄
物
等
と
見

ら
れ
る
。

　

問	

化
学
肥
料
等
に
由
来
の
硝
酸
態
窒
素
が

多
い
現
状
か
ら
、
水
質
保
全
に
は
環
境

保
全
型
農
業
や
有
機
農
業
へ
の
転
換
が

有
効
。
学
校
給
食
で
有
機
米
を
使
う
な

ど
、
有
機
農
産
物
の
公
共
調
達
を
進
め

る
こ
と
で
環
境
保
全
型
農
業
や
有
機
農

業
へ
の
転
換
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

農
林	

一
気
に
転
換
・
拡
大
は
困
難
だ
が
、
農

業
者
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
長	

学
校
給
食
の
有
機
化
に
つ
い
て
は
、
単

価
や
安
定
的
な
供
給
の
課
題
も
あ
り
、

直
ち
に
公
共
調
達
に
切
り
替
え
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
一
部
で
も
可
能
か
ど
う

か
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

〇
廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
立
入
検
査
に
つ
い

て

安曇野市水環境行動計画 2017-2021

優
れ
た
水
環
境
を

次
の
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に

安
曇
野
市
の

産
業
展
望
に
つ
い
て

会派  あづみ野
大竹 啓正

　

問	

安
曇
野
市
の
工
業
生
産
額
の
落
ち
込
み

等
、
現
況
認
識
は
。
雇
用
の
質
的
向
上

は
重
要
課
題
で
あ
り
、
先
端
分
野
の
産

業
誘
致
等
、
産
業
対
策
の
方
針
は
。

市
長	

工
業
出
荷
額
の
推
移
か
ら
見
る
と
落
ち

込
み
は
事
実
で
あ
り
、
こ
の
状
況
を
全

体
的
に
上
げ
る
力
が
必
要
だ
。
地
域
の

人
材
を
活
用
し
た
中
小
企
業
振
興
が
重

要
で
、
中
小
企
業
の
活
動
が
地
域
貢
献

す
れ
ば
地
域
経
済
が
安
定
す
る
。
既
存

企
業
と
の
産
業
集
積
に
よ
り
相
乗
効
果

が
得
ら
れ
る
誘
致
が
望
ま
し
い
。

商
工	

事
業
用
地
確
保
が
課
題
、
進
出
希
望
企

業
に
対
し
伴
走
型
支
援
が
重
要
。
こ
の

体
制
の
構
築
、
ふ
さ
わ
し
い
企
業
の
誘

致
に
研
究
を
続
け
る
。

　

問	
残
雪
の
北
ア
ル
プ
ス
が
映
る
水
鏡
、
安

曇
野
が
誇
る
最
高
の
景
観
が
米
価
急
落

で
危
機
に
。
米
の
消
費
拡
大
の
緊
急
対

策
と
、
後
継
者
対
策
は
。

市
長	

こ
の
景
観
は
市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
あ
り
、
観
光
資
源
と
し
て
も
大
切
。

そ
れ
を
守
る
農
業
振
興
は
大
事
で
あ
り
、

共
通
の
課
題
と
し
て
市
民
の
農
業
農
村

へ
の
関
わ
り
が
次
世
代
へ
の
継
承
に
つ

な
が
る
。

農
林	

主
食
以
外
の
作
付
け
も
交
付
金
等
の
活

用
で
経
営
安
定
を
図
る
。
輸
出
用
米
生

産
取
組
へ
の
支
援
策
も
続
け
て
行
っ
て

い
く
。

　

問	

成
果
を
期
待
、
運
用
の
基
本
方
針
は
。

市
長	

全
職
員
の
独
創
的
発
想
で
行
政
、
地
域

課
題
、
事
務
効
率
等
自
由
な
提
案
で
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
。

　

問	

秘ひ
と
く
せ
い

匿
性
は
担
保
さ
れ
る
か
。

総
務	

市
長
以
下
３
人
で
取
り
扱
う
の
で
、
秘

匿
性
は
高
い
と
考
え
る
。

水
田
の
保
全
対
策
に
つ
い
て

職
員
提
案
制
度
に
つ
い
て
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トリセツ
（トリセツ＝取扱説明書）

安曇野市議会の その6

＊
市
民
を
代
表
す
る
議
会
が
、
公
正
に
運
営

さ
れ
て
い
る
か
等
を
市
民
に
知
ら
せ
る
た

め
に
、
議
会
は
公
開
が
原
則
で
す
。

＊
コ
ソ
ッ
と
権
力
が
使
え
な
い
よ
う
な
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
！

市議会のホームページは情報公開の要として、 次のような情報発信をしています。
・ 議会中継、 録画視聴ができます。
・ 本会議や常任委員会の会議録等の検索 ・ 閲覧ができます。
・定例議会ごとの議案等と、 その議決結果、 議員別賛否一覧を公表しています。
・ 議長交際費執行状況や政務活動費の収支報告（ 領収証を含む） を公表しています。
・ 傍聴等に役立つよう、 議会の会議の日程等をお知らせしています。

※ホームページをご覧になれない方は、 ご遠慮なく議会事務局へお問い合わせ下さい。

!! スマホから議会だよりを見ることができる無料アプリ「マチイロ」もご案内しています。

議会だよりモニター    　募集 !!

活動内容    ・議会だよりについての意見
    ・議会だよりに関するアンケート等に回答
    ・モニター座談会への参加

定　　員    15 人程度

対　　象    中学生以上（令和４年 4 月 1 日時点）で、議会活動に
関心がある市民の方

任　　期    令和４年４月１日から１年間

申し込み    ３月２日（水）までに、申込書（議会事務局または議会
ホームページにあります）を、持参、郵送、ファックス、
電子メールにより、議会事務局へご提出ください。

申し込み先 安曇野市議会事務局  
   住所：〒 399-8281 安曇野市豊科 6000 番地
   電話：0263-71-2156　ファックス：0263-71-2150
   E-mail：gikai@city .azumino.nagano. jp
   ※議会だよりモニターには報酬等はありません。
   ※ご意見は紙面づくりに使用し、匿名で公表させていただく場合があります。

募集要項
議会だよりの紙

面づくりに

あなたの声を !
!

待ってま～す

※議会だよりモニター座談会もありますよ。
（これは第２回目の座談会の様子です）

大

◆議会は 「議会公開の原則」 に基づいて、 情報公開に努めています◆

地方自治法第 115 条では「地方公共
団体の議会は、これを公開する」と

定めているのよ。

私たち市民のための議会だから

情報公開は当然だね
大いに活用しましょう !

議会だよりモニターアンケート結果の一部（第 61～63 号）

・議会の ICT 化についてわかりにくい（62 号より）― 70 代  豊科
・ごちゃごちゃしてて情報過多！表紙が変わって期待したが…（62 号より）― 40 代  穂高
・わかりやすく作ろうとしているのはすごく感じますが、じっくり本腰を入れて読ま

ないとわかりづらい（63 号より）
・誰に向けた議会だよりなのかによりますが、少し難しい言葉も多いので大切な用語

は解説が欲しい（61 号より）― 10 代  三郷

・今までにない表紙だ！（62 号より）― 60 代  堀金
・読んで見ようと思える表紙には遠い（62 号より）― 40 代  穂高
・写真目次ともにわかりやすく良いと思います（61 号より）― 70 代  豊科

・表紙などのレイアウトはとても素敵だと思います。中の色は目にとても配
慮されていると思いますが、少し硬くて暗い印象があるので目に優しい水
色や、少しくらい、桜色などはどうでしょうか（61 号より）― 10 代  三郷

・一般質問のページが多すぎて単調（62 号より）― 60 代  堀金
・工夫されている様子が伝わってきました（61 号より）― 60 代  穂高

・良いと思います。ちょうどいい量だと思います（62 号より）― 50 代  明科
・どうしても文字が多くなるので、もう少し表や小見出しがあればいいと思い

ます（61 号より）― 40 代  豊科
・全体的に堅いイメージ（62 号より）― 40 代  豊科

・何を伝えたいかよくわからない。イラスト風に表現すれば良い（62 号より）― 10 代  三郷
・若い世代も読む機会が増えるようになり、議会だよりをもっと若い世代が接しやす

い形式でネット上に載せられるといい（61 号より）― 50 代  三郷
・文字が少し小さい場所があるのが気になりました。そういうところで読んでもらえ

る工夫があるといい（63 号より）― 70 代  豊科

・市議会議員になるための条件や資格（61 号より）― 40 代  穂高
・会派について、存在の意味と必要性（61 号より）― 50 代  三郷

～広報特別委員会から返信～
・議会の ICT 化について「わかりにくい」というご指摘をいただきました。ICT に限らず分かりにくい用語や情報過多なページ

は要点を整理して、わかりやすいようにお伝えしていきます。
・今回の表紙は、新しい議会広報特別委員会になったので刷新してみました！いかがでしょうか？
・定例会の一般質問について「ページが多い」というご指摘をいただきました。要点をわかりやすく伝えられるように、ページ

づくりを工夫していきます。

※ ICT とは「インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー」の略で、情報通信技術と訳されます。つまり、通信を使ってデジタル化
された情報をやりとりする技術のことです。

表紙や見出しはいかがですか？

紙面構成レイアウトはいかがですか？

写真やイラスト、図の使い方はいかがですか？

記事の内容はいかがですか？

「議会のトリセツ」で取り上げて欲しい内容、用語はありますか？

本紙の内容はわかりやすいですか？
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ずくだせ！議会だより

壮
大
な
自
然
、
温
か
な
人
達
と
の

ご
縁
が
あ
り
安
曇
野
へ
移
住
し
、

そ
の
夢
の
一
歩
と
し
て
令
和
３
年
９
月
豊
科
で
お

店
を
始
め
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
普
及
と
、

環
境
負
担
が
少
な
い
生
活
の
き
っ
か
け
作
り
が
で

き
る
お
店
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
自
分
ご
と
と
し

て
意
識
し
た
の
は
、
市
議
会
議

員
の
方
と
の
出
会
い
、
自
ら
の
育
児
を
通
じ
て
感

じ
る
将
来
へ
の
危
機
感
か
ら
で
す
。
今
ま
で
政
治

に
は
苦
手
意
識
が
強
く
、
難
し
く
て
遠
い
世
界
、

そ
も
そ
も
忙
し
く
て
関
わ
る
時
間
が
な
い
と
い
う

理
由
で
遠
ざ
け
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
意
識
や
行
動
を
少
し
変
え
る
と
、
多

く
の
好
機
と
情
報
が
溢
れ
、
身
近
で
地
域
づ
く
り

に
尽
力
し
て
い
る
熱
い
方
々
に
出
逢
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

幼
少
期
か
ら
政
治
を
理
解
す
る

仕
組
み
作
り
や
教
育
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
制
度
や
教
育
改
革
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
ず
は
大
人
が
楽
し
く

地
域
や
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
姿
を
見
せ
る
こ

と
。
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
へ
の
大
切
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
議
員
の
皆
様
も
積
極
的
に
市
民
の
声
を

聴
く
機
会
を
設
け
、
分
け
隔
て
な
い
身
近
な
存
在

で
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

「
容
認
」
で
す
。
私
も
市
民
の
一
員
と

し
て
不
格
好
で
も
「
行
動
す
る
」
こ

と
を
実
践
し
て
い
た
い
で
す
。

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
も
似
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
節
約
や
エ
コ
と
聞
く
と
面
倒
く
さ
い
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
少
し
視
点
を
変
え

る
だ
け
で
、
実
は
便
利
で
さ
ら
に
豊
か
な
生
活
へ

変
化
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
は
ず
で
す
。

た
ち
を
軸
に
、best

を

目
指
し
たbetter

な

選
択
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
で
す
。

　はじめまして！初めて委員長を務めさせていただき
ます増井です。自分で言うのも恥ずかしいですが「若
い感性」でなんとか若い人も政治に興味を持ってくれ
るように、あの手、この手で頑張りたいと思います。
そこで、おすすめしたいのが「マチイロ」というアプ
リです。なんとスマホで議会だよりが見れちゃう便利
なアプリです。ぜひダウンロードしてくださいね！
　また、よりよい議会だよりを作るために随時ご意見
を募集しておりますので、広報特別委員会までお気軽
にお寄せください。

議会広報特別委員会委員長　増井 裕壽　

議会広報特別委員会
　委 員 長　増井裕壽　副委員長　小林純子
　委 　 員　矢澤毅彦　 大竹啓正　 岡村典明　　 辻谷洋一
　　　　　　橋本裕二　 臼井泰彦　 猪狩久美子　 内川集雄

B
est

を
目
指
し
た
、B

etter

な
選
択
と
は

最  

良

生
い く た

田　佳
よ し え

絵さん
（豊科）

３月議会　定例会のお知らせ（予定）

請願・陳情は随時受け付けています。定例会ごとの受付締め切りは、
議会事務局にお問い合わせください。開会時間は、本会議 10：00 ～　
委員会９：00 ～　日程や開会時間など変更となる場合があります。

議会からのお知らせ

議会を聴きに行こう！議会を「あづみ野テレビ」・議会ホー
ムページ「インターネット中継」で観よう！
傍聴希望の方は、市議会議場（市役所本庁舎３階）へお越しください。
新型コロナウイルス対応のため、無料の託児サービスは現在休止中です。

公職選挙法に基づき、議員の寄附
行為の禁止を徹底します

地域行事、祭りなどへの寄附や差し入れ、
開店祝いや葬儀の花輪、病気見舞い（親族
以外）、中元、歳暮、入学・卒業祝い、代理
出席の場合の結婚祝い・香典など、議員が
寄附行為をすることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』
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日 月 土火 水 木 金

2827

21 22 23 24 25 2620

14 15 16 17 18 19

本会議
（一般質問）

常任委員会
（総務環境）

全員協議会
（予算説明）

全員協議会
（予算説明）

常任委員会
（経済建設）

常任委員会
（福祉教育）

2/6

本会議
議案質疑・
委員会付託

議会運営委員会・
全員協議会

本会議
（閉会）

53 4

8 10 11 127 96

13 14 15 16 17 18 19

議会運営
委員会 全員協議会

本会議
（開会）

本会議
常任委員会・
補正採決

2
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）

（建国記念の日）

（天皇誕生日）

8 10 119 127

13

3/1

私
が
政
治
や

本
来
な
ら
ば

沈
黙
は

未
来
の
子
ど
も

24


